
第２学年 算数科学習指導案
１組 計２７人（男子１３人 女子１４人）

指導者 河原 千夏

１ 単 元 かけ算（３）

２ 単元の目標

乗法の意味について知り，これまでに乗法九九を構成して見付けてきた性質やきまりに着目しな

がら，６の段から９の段，１の段の乗法九九を構成することができる。また，乗法が用いられる場

合について知り，それを式で表したり，式を読んだりすることを通して，乗法についての理解を深

めることができる。

３ 単元の評価規準

算数への
数学的な考え方

数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

進んで乗法九九を構成 乗法に関して成り立つ （一位数）×（一位 乗法九九を構成する

しようとし，乗法につい 簡単な性質を調べ，それ 数）の計算が確実にで ことを通して，乗法の

て成り立つ性質やきまり を乗法九九の構成や計算 きる。また，乗法が用 意味を理解している。

を進んで見付けようとし の確かめをすることに生 いられる場面を式に表 また，乗法が用いら

ている。乗法の式に表し かしている。また，乗法 したり，式を読み取っ れる場面の数量の関

たり，式を読み取ったり の式を具体的な場面に結 たりすることができる。 係について理解して

することに関心をもち， び付けて捉えている。 いる。

いろいろな場面を式に表

そうとしている。

４ 単元について

(1) 単元の位置とねらい

これまでに子どもたちは，１つ分の大きさが決まっているときに，その幾つ分かに当たる大き

さを求める演算が乗法であることを理解し，問題場面を式で表すことができるようになってきて

いる。また，２の段から５の段の乗法九九を構成し，乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増える

という性質やきまりを見付けることができるようになってきている。

これらを基に本単元の学習では，「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」「数量は，全体

と部分で考える。」という「基盤となる考え方」に着目しながら，乗法が用いられる場合につい

て理解することができるようにする。具体的には，新しい乗法九九に対して，帰納的な考えや類

推的な考えを用いてこれまでに構成して見付けてきた性質やきまりに着目し，６の段から９の段，

１の段の乗法九九を構成することができるようにする。また，乗法が用いられる具体的な場面を

式に表したり，式を読み取って図に表したりすることで，乗法の意味についての理解を深めるこ

とができるようにする。さらに，身に付けた乗法九九を生活や学習の中で活用することで，乗法

のよさについても気付くことができるようにする。

この学習で着目した「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」「数量は，全体と部分で考

える。」という「基盤となる考え方」は，本学年で学習する乗法九九の表からきまりを見付けた

り，簡単な場合の２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えたりする学習につながっていく。

(2) 本単元を構成する学習内容と「基盤となる考え方」

第２学年「１０００までの数」 第２学年「かけ算（１）（２）」

十進位取り記数法の原理を用いて３位数を ある数を，一つ分の大きさが決まっている

表し，数を簡潔に表すよさを捉えることがで 時に，その幾つ分としてみることができる。

きる。

「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」

「数量は，全体と部分で考える。」

「基盤となる考え方」

第２学年「かけ算（３）」

これまでに構成して見付けてきた性質やきまりに着目しながら，６の段から９の段，１の

段の乗法九九を構成し，乗法についての理解を深めることができる。



(3) 子どもの実態（調査日 平成２５年９月１７日 調査人数 ２６人）
本単元の内容に関わる子どもの実態については以下のとおりである。（ ）の数字は正答人数

【調査①】つぎのけいさんをしましょう。

ア ３＋３＋３(26) イ ６＋６＋６＋６(23) ウ ６＋７＋３(25) エ ４＋７＋６＋３(26)

【調査②】次の●は，どんな数のまとまりが見えますか。かこんでみましょう。

ア イ ウ

６のまとまり(10) ３のまとまり(15) ４のまとまり(17)

２のまとまり(10) ４のまとまり(3) ２のまとまり(4)

４のまとまり(1) ２のまとまり(3) ２と３のまとまり（2）

２と３のまとまり(2) ６のまとまり(2) その他（3）

その他(3) その他 (3)

【調査③】 １ふくろにあめが２こずつ入っています。３ふくろ

あります。あめは，ぜんぶで何こあるでしょうか。

式 ２＋２＋２(26) 答え ６こ(26)

本学級の子どもたちは，３口以上の加法の計算については，ほとんどの子どもが計算できるこ
とが分かる。計算の仕方についても加法の結合法則を使って１０のまとまりを作って計算しよう
としている（調査①）。また，図からまとまりとして取り出して見ることに関しては，同じまと
まりが幾つあるのかを見ていることが分かる（調査②）。同数累加の文章題についても，全員が
３口の加法で求めている（調査③）。

５ 指導に当たって
(1) 「思考活動」を充実させる単元構想

本単元では，「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」「数量は，全体と部分で考える。」
という「基盤となる考え方」に着目することで，「思考活動」を充実させることができると考え
る。また，問題意識を連続させるために，前時までの学習内容や発表シートを掲示することで見
通しをもって新たな学習問題の解決に取り組むことができるようにする。

(2) 「思考活動」を充実させる他者との交流
授業の中で子どもたちは様々な場面で他者と交流をすることになる。ここでは，一単位時間の

過程の中で，子どもたちに主にどのような交流を行わせていくのかについて述べていきたい。
「つかむ・見通す」過程では，解決方法について見通しをもたせるために，同じまとまりの幾

つ分かを確認させたり，既習の乗法九九と関係付けたりする交流を全体の場で行わせる。その際，
被乗数や乗数を部分と部分に分けることに着目して考えさせるようにする。

「調べる」過程では，自力解決後に，既習の乗法を用いた考え方について理解し合うために，
自分の考えを伝え合い，比較する交流をペアで行わせる。その際，アレイ図や式などで表された
自分の考えを指し示したり，「分ける」「合わせる」などの算数言葉を使ったりしながら説明さ
せ，互いの考えの共通点や相違点に気付かせるようにする。

「高め合う」過程では，既習の乗法を用いた考え方を練り上げていくために，関係付ける交流
を全体で行わせる。その際，アレイ図や式，言葉などを関連付けながら考えることで，共通点に
気付くことができるようにする。

「まとめる」過程では，「基盤となる考え方」について意識させるために，乗法が用いられる
場合には共通点があることを見付ける交流を全体で行わせる。その際，「数量は，全体と部分で
考える。」という「基盤となる考え方」についての理解を深めるようにする。

(3) 「思考活動」を充実させる評価資料の工夫
単元を貫いている「数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。」「数量は，全体と部分で考え

る。」という「基盤となる考え方」を基に，既習の乗法九九やアレイ図を用いた考え方を関係付
けながら新たな乗法九九を構成していくことで，子どもの考えが高まっていくような単元を見通
した評価資料を作成した。子どもたちの考えを具体的に想定した表現（記述）例を基に，子ども
の考えの高まりを見取り，評価していく。

(4) 「思考活動」を充実させるＩＣＴ活用
「関係付ける」という「思考活動」で，子どもが図や式，言葉とを関連付けることができるよ

うにするために，書画カメラを活用する。ノートやワークシートに記した図や式など自分の考え
の中で伝えたい部分を子ども自身が電子黒板のキャプチャ機能を用いて取り込み，全体に提示す
る。発表を聞いていた子どもに，提示された図や式などの中から大事な部分を囲ませたり，アン
ダーラインを引かせたりしながら，関連していることに気付かせるようにする。



６ 問いを連続して解決する指導計画(全１３時間) 重点評価項目

過程
○ 学習問題

子どもの意識

主な学習活動

◎中心となる「思考活動」

教師の指導・評価

◇ICT 活用

つ
か
む
・
見
通
す
②

調
べ
る
・
高
め
る
⑧

○ ６のだんの九九を作るに

は，どうすればいいかな。

○ ６のだんのカードをなら

べて，きまりをさがそう。

○ ７のだんの九九を作るに

は，どうすればいいかな。

○ ７×６のこたえを どう

やってせつめいすればいい

かな。

○ ８のだんの九九を作るに

は，どうすればいいかな。

１ １箱に６個ずつ入っ

ているチーズ３箱分の

チーズの個数を求め

る。

◎関係付ける

２ ６の段の九九カード

を順に並べる。並べた

カードからきまりを見

付ける。

◎推論する

・ ６の段の九九カー

ド

・ アレイ図

・ 絵

３ ７色セットのサイン

ペンが４セット分ある

ときの本数を求める。

◎関係付ける

４ ７×６の答えをアレ

イ図を使って求める。

（本時４／１３）

◎関係付ける

５×６

２×６

５ ８㎝ずつのリボン３

本分の長さを求める。

◎関係付ける

・ ８×３

・ アレイ図

○ ６の段を構成する際に，これま

での学習と本時の学習とを関係付

けることで，アレイ図をかいたり，

同数累加の計算，交換法則などの

様々な方法で考えたりすることが

できるようにする。

○ 構成した積の並びに着目させる

ことで，乗数が１増えると積は被

乗数分だけ増えるというきまりを

見付けることができるようにす

る。また，これまでと同様に式と

アレイ図を対応させることで，６

×２の部分と６×３の部分を合わ

せると６×５の全体になることが

理解できるようにする。

式と式を矢印でつないだり，囲ん

だりすることで，全体と部分という

関係になっていることに気付くこと

ができる。【考え方：ノート，発言】

○ ７の段を構成する際に，類推的

な考え方を用いることで，既習事

項を活用すればよいということ

に気付くことができるようにす

る。

○ 「数量は，全体と部分で考え

る。」という「基盤となる考え方」

に着目しながら，アレイ図に線を

引いたり，線で囲んだりすること

で，既習の乗法九九に分けて考え

ることができることに気付かせ，

数全体を部分と部分に分けて考え

ることができるようにする。

アレイ図に線を引いたり，囲んだ

りしながら数全体を部分と部分に分

けて考えることができる。

【考え方：ワークシート，発言】

○ 既習事項と関係付けて，８の段

も同様のきまりが使われているこ

とに気付かせることで，帰納的な

考え方や類推的な考え方を育むこ

とができるようにする。

◇ プレゼンテーションソフトのア

ニメーション機能を使って図を動

かしながら提示することで，乗数

が１増えると，積は被乗数分だけ

増えることを視覚的に捉えること

ができるようにする。

・ かけられる数が１増え

ると答えは６増えている

ね。

・ ６の段も２の段や５の

段の時と同じように部分

と部分に分けることがで

きるね。

・ ６個ずつ３箱分の時は

６×３だから今日は，７

×４になるのかな。

・ ７の段では，かける数

が１増えると，答えは７

増えていくね。

・ ７×６を部分と部分に

分けて考えたらどうか

な。

・ 図に線を引いて分ける

と，全体と部分が見えて

くるね。

・ ８×３は３×８と答え

が同じになるね。

・ ８×３も前と同じよう

にアレイ図に線を引いて

分けると，全体と部分が

見えるね。

・ １箱に６個ずつ入って

いるから全体は６個ずつ

増えるんだね。

・ ６ずつの部分が３個で

１８の全体になるね。



［
前
頁
の
続
き
（
調
べ
る
・
高
め
る
⑧
）]

振
り
返
る
③

○ ８のだんをほかのだんに

分けて考えるには，どのよ

うに分けたらいいかな。

○ ９のだんの九九を作るに

は，どうすればいいかな。

○ ９のだんのカードをなら

べて，きまりをさがそう。

○ １のだんの九九を作るに

は，どうすればいいかな。

○ どんな計算になるかな。

○ いろいろなもんだいに

ちょうせんしよう。

６ ８の段の九九を３の

段と５の段の九九とに

分けて考える。

◎類推する

・ ４の段と４の段

・ ２の段と６の段

７ １チーム９人の野球

チームが４チームでの

人数を求める。

◎関係付ける

８ ９の段の九九カード

を順に並べる。並べた

カードからきまりを見

付ける。

◎分類・整理する

９･10

３の段，２の段の九

九の答えから１の段の

九九を類推する。

◎類推する

・ ３×４

・ ２×４

・ １×４

11 問題文を読み，加法

や減法，乗法の演算決

定をする。

◎分類・整理する

・ ８×３

・ ９－７

・ ９＋４

・ ３×７

12･13 既習事項の理解

を深める。

◎発展的に考える

・ ８×２＋７

・ ４×４＋３×３

・ ７×３の問題づく

り

○ アレイ図を２つ以上の部分に分

けたり，表に整理したりすること

で，ある段は，他の段を組み合わ

せて構成できることに気付くこと

ができるようにする。

帰納的な考え方や類推的な考え方

を用いて，乗法九九の構成を考える

ことができる。

【考え方：ワークシート，ノート，

発言】

○ 既習事項と関係付けたり，アレ

イ図と式を関連付けたりすること

で，９の段の九九も他の段と同じ

ように構成できることに気付くこ

とができるようにする。

○ ９の段の九九カードを並べて仲

間分けさせることで，積の一の位

と十の位を足すと９になるなどの

様々なきまりを見付けさせること

ができるようにする。

６の段から９の段，１の段の乗法

九九を構成し，計算することができ

る。 【技能：ノート】

◇ 書画カメラを使って，ノートに

書いている自分の考えをポイント

を絞って提示させ，説明すること

ができるようにする。

○ 被乗数だけが異なる問題場面を

提示することで，既習事項を生か

して類推して考えることができる

ようにする。

６の段から９の段，１の段の乗法

の意味を理解することができる。

【知・理：ノート，発言】

○ 加法，減法，乗法の文章題を提

示し，図をかいて学習問題を分

類・整理することで，問題場面を

正確に捉えて演算決定ができるよ

うにする。

○ 身の回りから乗法が用いられて

いる場面を探したり，問題をつく

ったりして，乗法の意味について

理解を深めることができるように

する。また，学習を通して見付け

たきまりを，カードにまとめ，そ

れを教室に掲示したり，家庭学習

で利用したりすることで，既習事

項を進んで活用する態度を育むこ

とができるようにする。

意欲的に問題に取り組むことがで

きる。 【関・意・態：ノート】

・ アレイ図を２つに分け

ると，他の段のかけ算の

部分が見えてきたよ。

・ 表にすると，部分と部

分を合わせて全体になっ

ていることが分かるね。

・ ９の段は４の段の部分

と５の段の部分に分けら

れそうだよ。

・ 他の段と同じように部

分と部分に分けることが

できるね。

・ 一の位と十の位の答え

を足すと，９になるね。

・ 一の位の答えは１ずつ

減っていて，十の位は１

ずつ増えているよ。

・ 「ぜんぶで」という言

葉があるからたし算にな

りそうだけど，かけ算で

もできそうだね。

・ 図にかいてみると，ど

んな計算をすればいいか

分かるね。

・ １の段の九九も他の段

の九九と同じようにでき

そうだね。

・ これも全体と部分でか

け算になるんだね。

・ これまでに学習したこ

とを生かして，問題に挑

戦してみよう。



７ 本 時（４／１３）
(1) 目 標 (数学的な考え方)アレイ図と式とを関連付けながら，７×６の答えの求め方をいろいろな方法を使って考えることができる。
(2) 「思考活動」を充実させる他者との交流

○ 自分の考えをペアで互いに伝え合うことで，自分の解決過程を確認するとともに，他の解決過程を理解することができるようにする。
(3) 展 開 は教師の言葉掛け は予想される子どもの反応 ◆ は重点評価項目 ◎は「思考活動」 ☆はＩＣＴ活用上の留意点

過程 主 な 学 習 活 動 と 予 想 さ れ る 子 ど も の 反 応 教 師 の 指 導

１ 本時の学習課題を知る。 ☆ プレゼンテーションソフトのアニメーショ
つ ７×６が分からなくなったよ。答えはなあに。みんな教えて。 ン機能を使って，７の段の九九を暗唱してい
か るところを提示することで，本時の学習課題
む ７の段って難しい ７×５と７×７は言 覚えていないときは， を明確につかむことができるようにする。
・ もんね。 えるんだね。 どうすればいいかな。 ○ 「７×６＝４２」という式を提示すること
見 で，九九の答えを求めるのではなく，積であ
通 ２ 学習問題を確認する。 る「４２」をどのように見るか，という方法
す ７×６のこたえをどうやってせつめいすればいいかな。 を考えることができるようにする。
(7) ○ 見通しをもつ際，算数コーナーに掲示して

３ 解決の見通しをもつ。 あるアレイ図や式がかかれた前時までのワー
たし算で考えたらど ７×５の答えが使え アレイ図に線を引いて クシートを確認することで，一人一人が考え

うかな。 そうだね。 ２つに分けようかな。 をもつことができるようにする。
○ アレイ図が印刷されたワークシートを個々

調 ４ 課題解決に取り組む。 に配布し，図に線を引いたり，線で囲んだり
べ ７を６回足す。 縦分け 横分け することで，工夫して答えを求めることがで
る ７＋７＋７＋７＋７＋７＝４２ ７×３＝２１ ５×６＝３０ きるようにする。

(10) ７×３＝２１ ２×６＝１２ ○ 図や式に「全体」（赤）や「部分」（青，
前の答えに７を足す。 ２１＋２１ ３０＋１２ 緑）の色をつけさせることで，「数量は，全
７×５＝３５ ＝４２ ＝４２ 体と部分で考える。」という「基盤となる考
７×６＝３５＋７＝４２ え方」に気を付けながら図と式を関連付けて
・ペアになり，互いの考えを尋ね合ったり，伝え合ったりする。 説明することができるようにする。

○ 同じまとまりや部分と部分に着目させるこ
５ 課題解決の過程を話し合う。◎関係付ける とで，言葉や図，式を関連付けながら，友達

高 友達はどんな考えをしているのかな。 の考えを類推できるようにする。
め ◆ アレイ図に線を書き込んだり，囲んだり
合 ・全体で，どんな説明の仕方があるのか確認する。 しながら，数全体を部分と部分に分けて考
う 足し算方式で計算 ６を分けると７×３ この図を５の段と２の段 えることができたか。

(20) したんだね。 が２つ分になるね。 に分けているね。 【考え方：ワークシート，発言】
○ 「高め合う」過程で，アレイ図に線を引く

どんなふうに説明したのかな。 と，既習の乗法九九を用いて全体の数を求め
ることができることに気付かせることで，乗

足し算方式も部分と 縦分け方式だったら， 横分け方式だったら，５ 法の意味について理解を深めることができる
ま 部分に分けているのと 九九が一つだけだね。 の段の部分と２の段の部分 ようにする。
と 同じだね。 になっているね。 ☆ 書画カメラ使って，自分のワークシートの
め 中から，伝えたい部分をキャプチャ機能を用
る ６ 本時の学習についてのまとめをする。 いて取り込ませ，電子黒板に映す。
(8) 線をひいて分けると，全体とぶぶんが見えてくるので，これまでに学しゅうした ○ 本時の学習を生かして，他の場合でも活用

考えがつかえるね。 できないか考えさせることで，今後の学習に
つなげていくようにする。

７ 本時の学習を振り返る。



第２学年算数科「かけ算（３）」における評価資料
基盤となる考え方 数量は，全体と部分で考える。 数量は，同じまとまりの幾つ分で考える。 評価方法 発表，ノート，ワークシートの記述を基に評価する。

重 点 評 価 項 目（２／１３） 重 点 評 価 項 目（４／１３） 重 点 評 価 項 目（６／１３）

式と式を矢印でつないだり，囲んだりすることで，

全体と部分という関係になっていることに気付くこ

とができる。

アレイ図に線を書き込んだり，同じまとまりで囲ん

だりしながら数を全体と部分に分けて見ることで，数

全体を部分と部分に分けて考えることができる。

帰納的な考え方や類推的な考え方を用いて，全体と

部分で見るようにすることで，乗法九九の構成を考え

ることができる。

評 価 の 観 点（２／１３） 評 価 の 観 点（４／１３） 評 価 の 観 点（６／１３）

ア 式と式を矢印でつないだり，アレイ図に線を書き
込んで同じまとまりどうしを囲んだりすることで，
部分と全体ということを考えることができる。

イ 同じまとまりの幾つ分かを図，式，言葉などを用
いて分かりやすく表現することができる。

ア アレイ図に線を引いて，被乗数や乗数を分けるこ
とで，既習の九九を作り，考えることができる。

イ 被乗数や乗数を分ける方法を図，式，言葉など
を関連付けて分かりやすく表現することができ
る。

ア 式と式を矢印でつないだり，アレイ図に線を引い
て囲んだりすることで，被乗数を分解する方法を考
えることができる。

イ 表を基に被乗数を分解する方法を，図，式，言葉
などを用いて分かりやすく表現することができる。

表 現（記 述）例（２／１３） 表 現（記 述）例（４／１３） 表 現（記 述）例（６／１３）

○ 式を見てきまりを見付けることができるかな。

① 答えの部分は，６×２＝１２で，

６×３＝１８だから６増えていま

す。ほかの式も，かける数が１増えると答えが６増

えています。

② ６×４の答えと６×６の

答えを足すと，６０になりま

す。かける数の４の部分と６

の部分を合わせると１０になるので，これは，６が

１０個分と同じになります。

○ どうやって全部の数を求めたらいいのかな。

① 縦の線のところで分けて見ると，

６のまとまりが横に２つ分になる

から６×２＝１２で１２個です。

② 横の線のところで分けて見ると，

６個ずつのまとまりの部分が縦に２

つ分なので６×２＝１２で全体の１２個です。

○ ７×６の答えをどうやって説明すればいいかな。

① 式と式を矢印でつなぐ方法

７×５＝３５のまとまりに７を

足せばいいから，３５＋７＝４２

なので７×６＝４２になります。

② アレイ図を分ける方法

縦に線を引くと，７×２の部分と７×４

の部分が見えてきます。７×２＝１４と

７×４＝２８だから１４＋２８で４２になります。

③ 図と式を合わせる方法

横に線を引いて，簡単な５の段と２の

段の部分に分けることができます。そう

すると，５×６＝３０の部分と２×６＝

１２の部分になるので，合わせると全体

の４２になります。式では，５×６のか

けられる部分の５と２×６のかけられる部分の２

を合わせると全体であるかけられる数の７になり

ます。

① ３の段と５の段のときと同じように２＋６＝８

だから２の段と６の段の答えを足すと８の段の答

えと同じになります。

② ３の段と５の段に分けたときと

同じように，ちょうど半分のとこ

ろに線を引いたら４のまとまりが

ができます。だから８の段の答え

は４の段の答えを２つ合わせた数

になります。

③ ８の段の九九のかける

数と答えを表にします。そ

れに，２の段と６の段の答

えも同じように表に整理

していくと，縦に足し算をすれば，８の段の答えに

なります。

評価を生かした指導（２／１３） 評価を生かした指導（４／１３） 評価を生かした指導（６／１３）

○ 図や式を見ながら乗数が１増えると積が被乗数
の分だけ増えているということに気が付くことが
できるような言葉掛けを行う。

○ 算数コーナーに「かけ算(１・２)」で用いたアレ
イ図を同じまとまりで見る考え方を掲示すること
で，同じまとまりの幾つ分という見方ができるよう
にする。

【算数言葉】「同じまとまり」「いくつ分」「かける数」
「かけられる数」「全体と部分」

○ 図と式と言葉などを関連付けて被乗数や乗数を
分ける方法を説明ができるような言葉掛けを行う。

○ 算数コーナーに「かけ算(１・２)」で用いたアレ
イ図を分けて見る考え方を掲示することで，かけ算
を全体と部分で見ることができるようにする。

【算数言葉】「同じまとまり」「全体と部分」「分ける」
「合わせる」

○ 図や表，式，言葉などを関連付けて，既習の九九
を用いて被乗数を分解する方法の説明ができるよ
うな言葉掛けを行う。

○ 算数コーナーに「かけ算(１・２)」で用いたアレ
イ図を分けて見る考え方を掲示することで，かけ算
を全体と部分で見ることができるようにする。

【算数言葉】「同じまとまり」「全体と部分」「分ける」

「合わせる」




